
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！

る

北海道創生ジャーナル

人と地域との新たなつながりを生み出すワーク施設とコンシェルジュを紹介

０５ 地域が動く・プロジェクト最前線

特 集

01
走ろう ！ 巡ろう ！ 北海道 ！

C O N T E N T S

■北見市 地元出身ＩＴ人材が帰ってくる場所
先端技術と大自然が混ざり合う『オホーツクバレー』の実現を目指して

07 「なおみちカフェ」から ～地域創生のヒントを探る～

知事が訪問した地域で活躍されている方々を紹介するコーナー

０9 「つながる。ＨＵＢest」 ［北海道型ワーケーションの推進］

■サイクリストを呼び込み地域活性化につなげる（増毛町）
■サイクリスト目線の環境整備で人を呼び込む（石狩市）

■空知編 雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
■根室編 有限会社別海町酪農研修牧場

■SAPPORO Incubation Hub DRIVE 高輪健人さん（札幌市）
■コワーキングスペースJIMBA 立川彰さん（津別町）

2Vol.20

自転車を活かしたまちづくり

2022.7
その先の、道へ。北海道
Hokkaido.Expanding Horizons.



創る ◆特集 自転車を活かしたまちづくり

01

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
自
転
車
の
果

た
す
役
割
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
健
康
増

進
、
観
光
振
興
、
災
害
時
の
活
用
な
ど
、
大

き
く
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
北

海
道
と
市
町
村
の
役
割
や
取
組
状
況
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○お問い合わせ先 TEL：011-204-5791

道
で
は
、
「
も
っ
と
、
自
転
車
北
海
道
。
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
定
め
、
「
環
境
・
観
光
・

健
康
」
を
テ
ー
マ
に
誰
も
が
安
全
・
快
適
で

楽
し
く
自
転
車
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
次
の

取
組
を
実
施
し
ま
す
。

①
体
験
型
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
・
情
報

発
信

③
官
民
連
携
に
よ
る
自
転
車
通
勤
促
進

①自転車を
知る・使う

自転車の魅力を生かした多様なサイクルスタイルの実現のため、自
転車の利用促進に関する普及啓発・活用の推進、自転車利用環境の
整備を推進しています。

②自転車を
安全・安心

に

自転車を安全で安心に利用することのできる環境の構築のため、交
通安全教育の推進、自転車損害賠償保険等への加入促進の強化、災
害時における自転車の活用を推進しています。

③自転車を
楽しく・快

適に

北海道の特性を生かしたサイクルツーリズムの推進にむけて、国内
外のサイクリストの誘客、北海道の特性を生かしたサイクリング環
境の創出を目指しています。

北海道自転車利活用推進計画で目指す３つの姿

道
の
取
組

道
で
は
、
平
成

年
に
国
で
策
定
さ
れ
た

「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を
踏
ま
え
、
自

転
車
の
活
用
及
び
安
全
な
利
用
の
促
進
に
向

け
平
成

年
４
月
に
「
北
海
道
自
転
車
条
例
」

を
施
行
し
、
平
成

年
３
月
「
北
海
道
自
転

車
利
活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
周
遊
拠
点
整
備
の
た
め
の

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
等
の
設
置
支
援
や
大
規
模

自
転
車
道
の
整
備
、
自
転
車
の
活
用
と
安
全

利
用
を
周
知
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
取
組

道
が
策
定
し
た
活
用
推
進
計
画
を
参
考
に
、

市
町
村
に
お
い
て
も
自
転
車
の
活
用
に
向
け

た
取
組
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の

作
成
や
、
快
適
に
走
行
す
る
た
め
の
案
内

標
識
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
、
中
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
で
交
通
安
全
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

あ
わ
せ
た
取
組
を
実
施
し
、
全
道
が
一
体
と

な
り
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
取
組

周
遊
拠
点
の
整
備
や
道
路
の
整
備
、
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
自
転
車

で
安
全
に
快
適
に
走
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
自
転
車
利
用
者
の
増
加
や
道
内
外

か
ら
訪
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
増
加
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者

が
増
加
す
れ
ば
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
健
康

増
進
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
へ
の
周
遊
人

口
・
交
流
人
口
の
増
加
も
期
待
さ
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
北
海
道

で
は
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
「
環
境
に
◎

観
光
に
◎
健
康
に
◎
も
っ
と
、
自
転
車
北
海

道
。
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
道
内
自

治
体
を
紹
介
し
ま
す
。

最
後
に

④
自
転
車
を
安
心
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の

取
組

⑤
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

▲道路に設置された
案内標識

サイクルルートマップ作成▶
の様子

特 集
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共
同
実
施
地
域
の
紹
介

4

手
近
な
と
こ
ろ
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
さ
れ
て

い
る
増
毛
町
内
を
ぐ
る
っ
と
気
軽
に
周
回
で
き

る
コ
ー
ス
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
の
背
景
に
は
、
通
過
す
る
サ
イ
ク

リ
ス
ト
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
り
、
留
萌
管
内

だ
け
で
な
く
石
狩
管
内
と
の
周
遊
圏
域
を
形
成

し
人
の
交
流
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。

現
在
目
標
と
し
て
い
る
の
が
、
ガ
イ
ド
付
き

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施
で
す
。
昨
年
度

か
ら
協
議
会
で
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
る
検
証
を
進
め
る

予
定
で
、
最
終
的
に
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
、
更

な
る
人
の
呼
び
込
み
や
ツ
ア
ー
を
通
じ
た
町
の

魅
力
の
再
発
見
ま
で
視
野
に
入
れ
た
取
組
に
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

通
過
す
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を

創る ◆特集 自転車を活かしたまちづくり
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増
毛
町
は
留
萌
振
興
局
管
内
の
南
部
に
位

置
し
、
日
本
海
の
雄
冬
海
岸
と
暑
寒
別
岳
を

擁
す
る
町
。
エ
ビ
や
ホ
タ
テ
な
ど
の
海
産
物

が
豊
富
な
こ
と
に
加
え
、
広
大
な
果
樹
地
帯

を
擁
し
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
、
フ

ル
ー
ツ
の
里
と
し
て
も
有
名
で
す
。

ま
た
、
旧
増
毛
駅
を
中
心
に
道
内
最
古
の

木
造
校
舎
で
あ
る
旧
増
毛
小
学
校
を
始
め
北

海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
も
建
ち
並

ぶ
、
自
然
、
文
化
、
食
を
気
軽
に
楽
し
め
る

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
さ
れ
た
街
並
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
可
能
性
に
向
け
て

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼
び
込
み

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

日
本
海
岸
沿
い
に
は
、
「
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
、
小
樽
か
ら
稚
内
ま
で
約

３
２
０
㎞
も
続
く
国
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。

景
色
が
良
く
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
従
前
か

ら
、
夏
場
を
中
心
に
自
動
車
や
バ
イ
ク
と
あ

わ
せ
て
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
多
く
通
過
し
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

ぜ
ひ
当
町
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
同
じ
海

岸
沿
い
に
あ
る
隣
町
の
石
狩
市
と
と
も
に

「
石
狩
北
部
・
増
毛
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自
転
車
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
検
討
を
始
め
ま
し

た
。具

体
的
な
取
組

海
風
を
感
じ
な
が
ら
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
を

走
る
、
自
然
豊
か
な
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
存
分
に
満
喫
で
き
る
、
近
隣
町
村
の
田

園
地
帯
か
ら
海
に
繋
が
る
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
の
作
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
街
中
に
呼
び
込
む
た
め
、

歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
ふ
る
さ
と
歴
史

通
り
や
果
樹
地
帯
な
ど
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が

増
毛
町
の
本
格
的
な
取
組
は
ま
だ
始
ま
っ
て

数
年
で
す
が
、
自
転
車
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
増
毛

町
で
は
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、

町
民
の
健
康
作
り
や
基
礎
体
力
の
増
進
な
ど
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
を
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
に
と
っ
て
も
観
光
客
に
と
っ
て
も
取
り

組
み
易
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
自
転
車
」
を
活
か

し
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
取
組
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

期
待
が
掛
か
り
ま
す
。

▲国稀酒造

▲街中を走るサイクリスト

▲オロロンラインを走るサイクリスト

呼
び
込
む

【お問い合わせ先】
商工観光課
TEL：0164-53-3332
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介

4
楽
し
む
人
、
両
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
自

転
車
の
取
組
」
を
実
施
で
き
た
ら
、
市
内
外

で
の
交
流
人
口
が
増
加
し
、
道
の
駅
を
含
め

た
周
遊
観
光
の
確
立
が
図
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
思
い
か
ら
、
石
狩
市
で
は
地
域
活

性
化
に
活
か
せ
な
い
か
と
検
討
を
始
め
ま
し

た
。

計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
を
設
置

し
、
国
、
道
、
前
述
し
た
株
式
会
社
サ
イ
ク

リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
や
大
学
教
授
の
ほ
か
、

一
般
公
募
で
市
民
の
方
も
構
成
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

「
自
転
車
」
に
着
目
し
た
理
由

自
転
車
へ
の
注
目
度
が
徐
々
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
ま
ず
は
安
全
で
快
適
に
走

行
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
企
業
で
あ
る
株

式
会
社
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
石

塚
代
表
に
話
を
伺
っ
た
り
、
自
転
車
の
聖
地

「
し
ま
な
み
海
道
」
を
支
え
た
愛
媛
県
を
参

考
と
し
検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、
石
狩
市

だ
け
で
は
な
く
、
国
や
北
海
道
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
だ
と
判
断
し
、
計
画
の
策
定
に

着
手
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成

年
３
月
、
道
内
市
町
村

で
初
と
な
る
、
自
転
車
活
用
推
進
法
に
基
づ

く
「
石
狩
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

創る ◆特集 自転車を活かしたまちづくり

03

サ
イ
ク
リ
ス
ト
目
線
の
環
境
整
備
で

人
を
呼
び
込
む

日
常
の
中
で
あ
り
ふ
れ
た
モ
ノ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
自
転
車
」
で
す
が
、
地
域
活
性
化

の
た
め
着
目
し
た
理
由
は
、
そ
の
「
気
軽
さ
」

に
あ
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
自
転
車
を
利
用
す
る
人
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
自
転
車
を

石
狩
市
で
は
、
自
転
車
が
安
全
で
快
適
に

走
行
で
き
る
環
境
整
備
を
目
標
に
掲
げ
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
目
線
か
ら
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
で
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

石
狩
市
に
は
、
道
外
や
石
狩
市
外
の
道
内

市
町
村
か
ら
、
旅
行
や
観
光
の
一
環
と
し
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
訪
れ
る
方
も
多
く
、
令
和

４
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
道
の
駅

「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

「
石
狩
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
」
の
策
定

目標１

自転車交通の役割拡大による

良好な都市環境の形成

目標２

サイクルスポーツの振興等による

活力ある健康長寿社会の実現

目標３

サイクルツーリズムの推進による

観光立国の実現

目標４

自転車事故のない

安全で安心な社会の実現

自転車が

安全快適に移動できる

環境整備を進める

ト
調
査
で
は
、
回
答
者
の
約
８
割
が
石
狩
市

外
か
ら
訪
れ
た
方
で
し
た
。
石
狩
市
は
車
の

交
通
量
が
少
な
く
、
信
号
も
少
な
い
と
い
う

道
路
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
道
路
は

自
転
車
で
走
り
や
す
い
た
め
、
多
く
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
が
市
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。
加
え
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
示
す
「
矢
羽
根
型

路
面
表
示
」
や
主
要
な
分
岐
点
や
休
憩
施
設

を
導
く
「
案
内
標
識
」
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
安
全
で
快
適
に
走
行
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

石
狩
市
の
取
組

「石狩市自転車活用推進計画」の目標

▲道の駅「あいろーど厚田」

【お問い合わせ先】
企画経済部企画課
TEL：0133-72-3193

石
狩
市
は
、
札
幌
市
の
北
側
に
隣
接
し
、

日
本
海
、
石
狩
川
、
黄
金
山
な
ど
、
雄
大
な

自
然
景
観
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
日
本
海

沿
い
の
絶
景
を
求
め
て
高
ま
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
で
は
、
「
自
転
車
」
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

ま
た
、
休
憩
場
所
に
活
用
で
き
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
拠
点
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
カ
ロ
リ
ー
消
費
の
大
き
い
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
は
、
適
宜
、
休
憩
を
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
市
内

の
４
カ
所
に
設
置
し
、
そ
の
う
ち
、
道
の
駅

「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
を
含
む
３
カ
所
に
空

気
入
れ
な
ど
の
工
具
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
サ
イ
ク
リ
ス

31
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行
政
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
と
も
連

携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
前
述
し
た

株
式
会
社
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

石
塚
代
表
と
は
、
推
進
計
画
の
策
定
以
前
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ガ
イ
ド
と
し
て
の
目
線
か
ら
、
推
進
計
画

の
策
定
や
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
作
成
の
監
修

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
石
塚
代
表
を
講
師
と
し
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

民
間
企
業
と
の
連
携

ト
の
休
憩
場
所
・
交
流
場
所
が
増
え
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
同
士
の
交
流
や
地
域
住
民
と
の
交

流
、
さ
ら
に
経
済
的
な
効
果
も
生
ま
れ
、
地

域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

物
理
的
な
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
に
と

ど
ま
ら
ず
、
石
狩
市
で
は
、
小
、
中
学
生
を

対
象
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
に
よ
る
自

転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
ル
ー
ル
の
啓
発
と

い
っ
た
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
に
よ
る

安
全
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
交
通
ル
ー
ル
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
自
転
車
へ
の
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
代
の
自
転
車
文
化
を

担
う
世
代
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

近
隣
町
村
と
の
連
携

こ
れ
ま
で
は
石
狩
市
単
独
で
、
自
転
車
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

山
、
海
、
川
、
建
築
物
な
ど
、
各
自
治
体
の

持
っ
て
い
る
地
域
資
源
を
活
か
し
て
情
報
発

信
す
る
た
め
に
、
当
別
町
、
増
毛
町
、
新
篠

津
村
と
連
携
し
、
「
石
狩
北
部
・
増
毛
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
広
域
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

隣
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
観
光
資
源
等

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
、
よ
り
多
様

な
魅
力
を
含
ん
だ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
が
完
成

し
ま
し
た
。
一
つ
の
市
町
村
を
訪
れ
て
終
わ

▲道の駅「あいろーど厚田」に設置された
サイクルラック

り
で
は
な
く
、
次
は
他
の
市
町
村
に
も
訪
れ

る
人
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
何
度
も
訪
れ
る
人
）

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

た
ち
に
新
た
な
立
ち
寄
り
先
、
旅
行
先
と
し

て
各
市
町
村
が
認
識
さ
れ
、
周
遊
し
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で

近
隣
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

じ
目
線
や
意
識
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り
、
さ

ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま

す
。「

散
走
」
気
軽
に
散
歩
す
る

よ
う
に
走
る

今
回
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
石
狩
市

の
ご
担
当
者
は
、
「
『
散
走
』
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
、
散
歩
す
る

よ
う
に
走
る
と
い
う
自
転
車
の
楽
し
み
方
で

す
。
走
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
何
事
も
、
ま
ず
は
気
軽
に
、

散
歩
す
る
よ
う
に
走
り
出
し
て
み
て
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
同

じ
意
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
れ
ば
、
そ

こ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
」
と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
、
気
軽
に
自
転
車

を
楽
し
め
る
よ
う
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
、
走
り
や
す
い
環
境
を
提
供

し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
更
な
る
自
転
車
文
化

の
深
ま
り
に
期
待
が
掛
か
り
ま
す
。

▲お話を伺った石狩市企画経済部企画課
上窪課⾧（右）と江畠主査（左）

▲サイクリングガイドを受けに多くのサイクリスト
が訪れる弁天歴史公園内に設置された観光案内所
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人
材
と
し
て
、
地
元
へ
戻
り
活
躍
し
て
も
ら

う
と
い
う
人
材
回
帰
型
の
進
出
モ
デ
ル
に
行

き
着
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
大
海
原
に
出
て
成
長
し
、
生
ま

れ
た
川
に
戻
っ
て
く
る
鮭
（
サ
ケ
）
」
に
な

ぞ
ら
え
、
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
進
出
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
で
、
企
業
は
安
定
的
に
人
材
が
確
保

で
き
る
ほ
か
、
北
見
工
業
大
学
と
の
共
同
研

究
に
よ
り
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

北見市

北
見
市
で
は
以
前
か
ら
、
地
震
や
台
風
な

ど
自
然
災
害
が
少
な
く
、
東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
良
い
立
地
環
境
な
ど
を
活
か
し
、
日

本
最
北
端
の
国
立
大
学
で
あ
る
北
見
工
業
大

学
と
連
携
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

北
見
工
業
大
学
で
は
、
毎
年
約
４
０
０
名

の
卒
業
生
の
多
く
が
、
大
学
で
学
ん
だ
ス
キ

ル
を
生
か
せ
る
仕
事
が
北
見
市
周
辺
に
は
少

な
い
と
考
え
、
首
都
圏
へ
流
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

北
見
に
進
出
し
て
地
方
の
優
秀
な
人
材
を
確

保
し
た
い
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
、
北
見
に

残
り
た
い
地
元
志
向
の
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
見

工
業
大
学
の
新
卒
者
の
採
用
に
は
繋
が
っ
た

も
の
の
、
北
見
事
業
所
の
運
営
に
必
要
な
即

戦
力
と
な
る
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
は
難
し
く
、

早
期
の
事
業
所
開
設
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
課
題
の
解
決
策
を
模
索
す
る
中
で
、

地
元
志
向
の
学
生
が
首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に

就
職
し
、
一
度
北
見
市
を
離
れ
首
都
圏
等
で

技
術
と
経
験
を
身
に
つ
け
、
数
年
後
に
北
見

事
業
所
を
開
設
す
る
際
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

「
サ
ケ
モ
デ
ル
」誕

生
の
背
景

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
事
業

こ
の
サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
を

さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
平
成

年
、
総
務

省
に
よ
る
地
方
創
生
施
策
「
ふ
る
さ
と
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
の
た
め
の
地
域
実
証
事
業
」
に

▲ふるさとテレワーク推進事業では
社員にとってのメリットが確認できた

地
元
出
身
Ｉ
Ｔ
人
材
が
帰
っ
て
く
る
場
所

先
端
技
術
と
大
自
然
が
混
ざ
り
合
う

『
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
』
の
実
現
を
目
指
し
て

北
見
市
は
北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
人
口
12
万
人
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
最
大
の
都
市
。
面
積
は
全
道
一
、
海
の
幸

と
山
の
幸
が
豊
富
に
集
ま
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
台
所
。

今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、
地
元
志
向
が
強
い
北
見

工
業
大
学
の
学
生
を
東
京
の
本
社
で
育
て
、
北
見
進
出
時

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
人
材
と
し
て
地
元
に
戻
す
人
材
回
帰

モ
デ
ル
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

参
加
し
ま
し
た
。
首

都
圏
の
Ｉ
Ｔ
企
業
社

員
な
ど
延
べ
１
８
０

名
が
北
見
市
を
訪
れ
、

市
内
に
設
置
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

27
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実
証
実
験
で
得
た
つ
な
が
り
や
経
験
を
も

と
に
、
平
成

年
に
は
地
方
創
生
関
連
の
交

付
金
を
活
用
し
、
関
係
人
口
の
増
加
と
首
都

圏
の

ひ
と

と

し
ご
と

の
誘
引
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
北
見

駅
前
の
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
改
装
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
型
の
テ
レ
ワ
ー
ク

拠
点
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
北
見
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
整
備

北
見
市
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
・
人
材
誘
致
を
目

指
す
上
で
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
豊

か
な
大
自
然
と
先
端
技
術
を
用
い
た
研
究
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
同
居
す
る
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
な
ら
で
は
の
Ｉ
Ｔ
都
市
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
造
語
で
す
。

サ
ケ
モ
デ
ル
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
、
そ

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
北
見
工
業
大
学
・
地
元
企
業
と
進

出
企
業
と
が
連
携
し
、
北
見
発
の
独
自
製
品

開
発
に
向
け
た
共
同
研
究
な
ど
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、
道
路
の
路
面
の
凹

凸
を
可
視
化
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、

カ
ー
リ
ン
グ
の
技
術
力
向
上
に
向
け
た
姿
勢

推
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
様
々
な
研
究
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
進
出
企
業
や
移
住
者
が
北
見
工

業
大
学
、
そ
し
て
地
元
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
で
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ら
で
は
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
理
想
的
な

環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
バ
レ
ー
」

ビ
ジ
ョ
ン

私
は
北
見
市
出
身
で
、
北
見
工
業
大
学
大

学
院
を
修
了
後
「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
と
し
て
東

京
の
株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー
に
入
社
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
傍
ら
、

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
と
し
て
も
活
動
し
、
平
成

年
に
は
平
昌
冬
季
五
輪
に
日
本
代
表
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
、
今
度
は
地
元
か

ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
北
見

市
に
戻
り
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま

し
た
。
現
在
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、

選
手
と
し
て
結
果
を
残
す
こ
と
を
目
標
に
、

仲
間
と
精
力
的
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー
は
、
北
見
工
業

大
学
と
連
携
し
、
市
内
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー

ル
で
ス
ポ
ー
ツ
テ
ッ
ク
関
連
の
研
究
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
に
セ
ン
サ
ー
や
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
選
手
の
投
球
姿
勢
や
ス

ト
ー
ン
の
軌
跡
を
デ
ジ
タ
ル
解
析
す
る
な
ど
、

他
に
類
を
見
な
い
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
事
業
に
関
わ
り
な
が
ら

選
手
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
図
れ
る
、

非
常
に
貴
重
な
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
場
所
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
夢

を
追
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
の
就
業
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ア
イ
エ
ン
タ
ー

平
田
洸
介
さ
ん

▲商店街の空き店舗から始まったコワーキング施設

市内外のテレワーカーが▶
集う無二のコミュニティ
ができている

◀遠隔地で仕事ができれば、
週末にリフレッシュが可能

サ
ケ
モ
デ
ル

実
践
者
の
声

オ
ー
プ
ン
以
来
、
地
域
内
外
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
や
移
住
者
の
勤
務
場
所
と
し
て
活

用
さ
れ
る
中
で
、
業
種
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー

ク
で
北
見
市
と
繋
が
っ
た
首
都
圏
の
人
た
ち

が
、
地
元
企
業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
や
、

市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

関
係
人
口
の
創
出
が
多
様
な
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
４
年
春
に
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
北
見
の
拡
充
整
備
事
業
に
対
す

る
補
助
を
行
い
、
進
出
企
業
に
よ
る
運
営
の

も
と
で
、
名
称
も
新
た
に
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
）
」
と
し
て
、

職
住
一
体
型
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

行
い
、
「
地
方
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
普
段
と
変
わ
ら
ず
仕
事

が
で
き
る
」
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

実
証
事
業
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
観
光
と
組
み
合
わ
せ

た
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
夏

休
み
や
年
末
年
始
の
帰
省
時
に
利
用
で
き
る

テ
レ
ワ
ー
ク
体
験
な
ど
を
実
施
し
、
関
係
人

口
創
出
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

「
サ
ケ
モ
デ
ル
」
人
材
を
は
じ
め
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
移
住
者
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
同
士
が
刺
激
し
あ
う
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
北
見
市
で
は
誘
致
す
る
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
企
業
」
か
ら
「
企
業
に
所
属
す
る
社

員
個
人
」
へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
人
材
の
集
積
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本記事の内容は、北見市工業振興課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：0157-25-1210
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ま
た
、
こ
の
施
設
は
令
和
３
年
に

『
体
験
の
機
会
の
場
』
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
認
定
に
よ
り
、
環
境
教
育

の
質
の
高
さ
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
参
加
で
き
る
体
験
活
動
の
機

会
の
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

全
国

カ
所
の
う
ち
、
道
内
で
認
定

さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
様
々
な
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
や
自
然
体
験
活
動
や

環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
高
い
注
目
を

浴
び
、
全
国
か
ら
利
用
者
が
集
ま
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
豊
か
な
自
然
資
源
を
活
用
し

た
教
育
活
動
の
拠
点
の
場
と
し
て
、
さ
ら

な
る
発
展
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

◆「なおみちカフェ」から創る

07

雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

編

令
和
４
年
４
月
26
日
訪
問

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
栗
山

町
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
拠
点
施
設

で
あ
る
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
で
す
。

本
施
設
は
、
平
成

年
に
廃
校
と
な
っ

た
旧
雨
煙
別
小
学
校
を
公
益
財
団
法
人

コ
カ
・
コ
ー
ラ
教
育
環
境
財
団
の
支
援

と
、
人
口
の
約
１
割
に
あ
た
る
延
べ

１
５
０
０
人
も
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
に
よ
り
、
外
壁
の
塗
装
や
校
舎

内
部
、
体
育
館
の
整
備
な
ど
、
知
恵
や

創
意
工
夫
、
思
い
を
集
結
し
て
、
平
成

年
に
「
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー

ラ
環
境
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
再
生
し
ま
し

た
。栗

山
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
柱
に
、
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
雨
煙
別
学
校
、
行
政
、
財
団
、
企
業

が
協
働
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
、
地
域
を
学
ぶ
場
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
、

栗
山
町
以
外
の
方
々
が
こ
の
栗
山
町

の
施
設
で
学
ぶ
意
義
も
非
常
に
大
き

い
と
思
い
ま
す
し
、
何
よ
り
こ
の
よ

う
な
施
設
を
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ

た
皆
様
の
苦
労
と
努
力
の
積
み
重
ね

に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

う

え

ん

べ

つ

自
然
体
験
活
動
を
中
心
に
、
地
域

の
環
境
を
活
か
し
た
教
育
活
動
を
推

進
し
、
身
近
な
自
然
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
の
環
境
保
全
へ
の
意
識
や

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
愛
着
に
繋
げ

る
取
組
。

栗
山
町
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

なおみちカフェ（栗山町編）の動画
はこちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

空知編

昭和11年に建設された木造二階建て校舎『雨煙別小学校』は平成10年3月
に閉校。以来、校舎の保存・活用を求める地域住民の要望や意見交換がた
びたび行われました。しかし、財政負担の課題から結論がでないまま10年
近く放置され荒廃の一途をたどっていましたが、自然、環境教育と文化、
スポーツの体験学習の宿泊研修施設にリノベーションされました。

▲

※「体験の機会の場」とは
民間の土地・建物の所有者等が提供する自然体験活動等の
体験の機会の場について、都道府県知事等が認定・周知
する制度。認定にあたり、安全確保、実施体制に関する事
が要件となっている。

10

22

27



◆「なおみちカフェ」から創る

08

令
和
４
年
５
月
12
日
訪
問

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
酪
農
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
る
別
海
町
酪
農
研
修
牧
場
で
す
。

別
海
町
の
酪
農
産
業
は
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
廃
業
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と
町
内
の

３
つ
の
農
協
が
出
資
し
平
成
８
年

月

に
酪
農
研
修
牧
場
を
開
設
し
ま
し
た
。

新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
フ
ェ

ア
へ
の
出
展
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
に

よ
り
就
農
希
望
者
を
発
掘
し
、
新
た
に

酪
農
を
始
め
よ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る

若
者
を
全
国
か
ら
受
け
入
れ
、
研
修
か

ら
独
立
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
は
３
年
間
で
、
酪
農
の
基

本
的
知
識
や
実
践
的
技
術
、
経
営
能
力

を
座
学
と
実
技
で
身
に
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
研
修
生
は
有
限
会
社
別
海
町

酪
農
研
修
牧
場
の
「
社
員
」
で
も
あ
る

た
め
、
研
修
手
当
と
し
て
最
大
で
月
額

万
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
住

宅
の
貸
与
（
月
額
３
万
円
）
や
牛
舎

内
に
保
育
室
を
設
け
る
な
ど
、
生
活
に

不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
研
修
に
集

中
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
厚
い
支
援
体
制
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
に
送
り
出
さ
れ
た
卒
業

生
は

組
に
も
上
り
ま
す
。
そ
し
て
、

研
修
で
学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、

各
卒
業
生
が
現
在
、
地
域
の
酪
農
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
就
農
後

も
関
係
機
関
が
連
携
し
営
農
指
導
と
一

体
的
な
支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の

定
着
と
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

有
限
会
社

別
海
町
酪
農
研
修
牧
場

編

酪
農
を
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
て
も
、
い
き
な
り
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
支
援
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
心
強
い

で
す
。

ま
た
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
就
農

ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就

農
後
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
、
長
年
、
就
農
希
望
者
の

皆
様
と
向
き
合
わ
れ
て
き
た
成
果
だ
と

感
じ
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

根室編

なおみちカフェ（別海町編）の動画
はこちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

関係機関を挙げた新規就農者の支援体制
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を
保
ち
、
提
供
を
公
言
し
て
い
る
設
備
へ
の
不

自
由
さ
が
無
い
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
多

く
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
も
実
施
し
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

２
つ
め
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
利

用
者
へ
ビ
ジ
ネ
ス
成
長
の
き
っ
か
け
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
プ
ラ
ン
を

始
め
た
り
、
「
北
海
道
Ｕ
ー

起
業
家
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
」
と
の
コ
ラ
ボ
、
道
内
外
の
ビ
ジ
ネ
ス

最
前
線
の
方
を
招
い
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
さ
せ
る

た
め
の
朝
ヨ
ガ
や
整
体
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
様
々
な
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で
す
！

─
─

利
用
者
か
ら
も
「
こ
う
い
う
こ
と
や
り

た
い
ん
だ
け
ど
」
と
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
高
輪
さ
ん
が
き
っ
か

け
づ
く
り
を
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
全
て
に
答
え
ら
れ
る
訳
で
は

な
い
で
す
が
（
笑
）
私
が
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
、
「
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の
利
用
者
同

士
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
頃
の
人

脈
や
、
他
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用

者
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

09

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

「
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と
は
？

─
─

こ
の
施
設
の
特
徴
や
取
組
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
利
用
者
へ
提
供
し
て
い
る
価

値
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

と
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

１
つ
め
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
は
、
快
適

な
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
提
供
で
あ
り
、
常
に
清
潔

つ
な
が
る
瞬
間

初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
の
３
分
の
１
が
道
外

か
ら
来
ら
れ
ま
す
が
、
ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
い
た

だ
い
て
、
「
札
幌
に
支
社
を
つ
く
り
た
い
ん
だ

よ
ね
」
と
か
「
実
は
こ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
ん
だ
け
ど
、
誰
か
に
つ
な
げ
て
く
れ
な

い
？
」
と
い
う
相
談
が
結
構
あ
り
ま
す
ね
。

「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ

の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
人
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
新
た

な
活
動
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
施
設
と
、
そ
こ
で
の
出
会
い

を
創
り
出
す
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

「
つ
な
が
る
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
と
は
？

（DRIVE ホームページ）https://sih-d.jp/ 

（
株
式
会
社
大
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）!

ア
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大

企
業
な
の
で
事
業
部
長
な
ど
上
司
の
判
断
で
シ
ェ

オ
フ
ィ
ス
に
行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
「
言
わ
れ
た

か
ら
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
来
た
」
と
い
う
社
員
も

中
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
人
た
ち
も
半
年
く
ら
い
た
つ

と
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
の
人
の
出
会

い
か
ら
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
り
、
「
こ
う
い
う
考
え
方
あ
る
の
か
、

こ
れ
で
き
る
じ
ゃ
ん
！
」
と
つ
な
が
る
瞬
間
が
あ

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
を
札
幌
で
も
つ
く
り
た

い
と
思
い
、
い
ま
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

─
─

こ
れ
か
ら
「
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
に
来
ら
れ
る
方

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
は
、
今
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
面
白
く
な
っ
て

い
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
一
緒

に
面
白
い
こ
と
を
作
っ
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
だ
と
思

い
ま
す
。
北
海
道
自
体
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

完
成
さ
れ
た
場
所
で
働
く
の
で
な
く
、
作
り
上
げ

て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
で
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
是
非
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
仲

間
募
集
し
て
い
ま
す
！

こ
れ
は
前
職
（
「
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ジ
ャ
パ

ン
」
）
の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
企
業
の
新

規
事
業
部
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
だ
け
が
シ
ェ

つ
な
が
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

ハ

ー

ベ

ス

ト

◆「つながる。HUBest」

人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ベ
ス
ト
な
場
所
が
北
海
道
に
は
あ
る

ハ
ブ

第
三
弾

札
幌
市

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｉ
ｎ
ｃ
ｕ
ｂ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｈ
ｕ
ｂ

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

高
輪

健
人
さ
ん

25
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「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
と
は
？

─
─

「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

オ
ー
プ
ン
し
て
３
年
た
ち
、
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
「
冒
険

を
シ
ェ
ア
し
よ
う
」
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
す
。

開
拓
時
代
に
人
や
馬
が
泊
ま
っ
た
「
駅
逓
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
元
々
は
築

年
の
空
き

家
で
し
た
が
、
津
別
町
が
実
施
し
た
空
き
家
改

修
に
よ
り
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す
「
道
東
エ

リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
で
、
町
の
人
た
ち
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

古
い
建
物
で
す
が
、
吹
き
抜
け
に
し
た
ら
雰

囲
気
も
い
い
し
、
大
黒
柱
も
今
じ
ゃ
お
目
に
か

か
れ
な
い
ほ
ど
立
派
な
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

─
─

こ
の
施
設
は
ど
の
よ
う
な
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

起
業
し
た
い
人
や
地
方
で
働
く
こ
と
が
ど
ん

な
こ
と
か
体
験
し
て
み
た
い
人
た
ち
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
こ
こ
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
暮
ら
し
を

し
て
い
る
か
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
津
別

町
に
来
て
も
ら
え
た
ら
凄
く
う
れ
し
い
で
す
。

何
な
ら
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
の
マ
ス
タ
ー
を
体

験
し
た
い
人
で
も
全
然
Ｏ
Ｋ
で
す
（
笑
）

（JIMBA ホームページ）www.facebook.com/jimba19

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
強
み

（
株
式
会
社
道
東
テ
レ
ビ
代
表
取
締
役
）!

立
川

彰
さ
ん

椅
子
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
ケ
ー
ス

を
作
っ
た
町
内
の
「
山
上
木
工
」
の
椅
子
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
「
道
東
テ
レ
ビ
」

の
事
務
所
も
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
や
配
信
機
材
を

揃
え
て
い
る
の
で
、
生
配
信
も
で
き
ま
す
。

─
─

人
や
地
域
と
つ
な
が
れ
る
の
が
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
魅
力
で
す
が
、
こ
こ
に
来
る

と
、
津
別
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
れ
る

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毎
週
金
曜
日
に
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
と
い
う

週
替
わ
り
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
バ
ー
を
や
っ
て
い

ま
す
。
地
元
の
野
菜
な
ど
を
使
っ
て
、
町
内
の

料
理
自
慢
の
人
が
腕
を
振
る
う
の
で
す
が
、
そ

の
日
の
マ
ス
タ
ー
や
他
の
お
客
さ
ん
と
も
交
流

し
て
も
ら
え
ま
す
。

こ
こ
と
同
じ
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
空
き
家
を
活
用
し
て
建
て
ら
れ
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
「nanm

o-nanm
o

」
が
近
く
に
あ

る
の
で
、
金
曜
日
は
津
別
に
来
て
泊
ま
っ
て
、

夜
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
で
町
の
人
か
ら
情
報

収
集
し
て
も
ら
い
、
土
日
に
行
く
場
所
を
決
め

て
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

あ
と
、
起
業
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
う
ち
は
映
像
も
つ
く
れ

る
の
が
強
み
で
す
。

起
業
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
情

報
発
信
も
セ
ッ
ト
で
出
来
る
し
、
我
々
道
東
テ

レ
ビ
に
と
っ
て
は
、
映
像
の
仕
事
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
観
点
で
、
機
会
創
出
を
目
的

に
こ
の
施
設
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
。

─
─

最
後
に
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
て
、
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
来
ら
れ
る
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
方
で
何
か
や
り
た
い
と
思
う
人
は
来
て
も

ら
っ
て
、
実
際
に
人
と
触
れ
あ
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
雰
囲
気
が
つ
か
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
空
き
家
の
数
な
ど
を
含
め
て
、
津
別
町
は

「
余
白
」
が
多
い
の
で
、
何
か
や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
人
は
実
現
で
き
る
環
境
と
い
え
ま
す
。

私
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
、
中
継
車
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
購
入
し
た
の
で
す
が
、
都
会
だ
っ
た
ら

駐
車
場
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
す
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
で
も
、
こ
こ
は
駐
車
場
も
い
っ
ぱ
い
あ
る

し
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

し
や
す
い
場
所
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
自
然
の
中
で
働
き
た
い
と
か
、
夢
が
あ
る
方

は
是
非
と
も
来
て
い
た
だ
い
て
、
仲
間
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

該当する施設を
月１回程度、
HPでご紹介!

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
全文はHP
をCheck!

第
四
弾

津
別
町

該当する施設を
月１回程度、
HPでご紹介!

「つながる。ハーベスト」対象施設
○テレワークができる施設
○地域を知るコンシェルジュがいる施設
○誰もが気軽に利用できる施設
○地域住民も利用している施設

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5089

このインタビュー記事は、誌面の都
合により抜粋版を掲載しています。
インタビュー全文については、北海

道公式ＨＰにて公開していますので、
是非ご覧ください。

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
全文はHP
をCheck!

◆「つながる。HUBest」

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
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